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ライマン雑記(7)

副見恭子1)

J.炉.レスリｰ(皿)

ライマンがヨｰロッパ留学中伯父レスリｰに送っ

た手紙はたった7通しかない.パリから,ドイツ,

ザクセンにあるフライベルクの鉱山学校へ向う時書

いた1861年4月11目の手紙が最後である.その後

1年半余りのブランクがあり,次の1862年9月19

日付の手紙は,青天のへきれきと云うべきか,発信

地はライマンの故郷ノｰスハンプトンとなってい

る.この目付の手紙は2通存在する.内容は同じ

であるが書き方に差異が認められる.ライマンは長

い無沙汰を詫びると同時に,仕事の依頼をどう書い

たらよいか苦悩したらしい.私は,2通の手紙が一

緒にスクラップブックに貼られているのに疑問を抱

いた.ピｰタｰ･レスリｰ没後,レスリｰ家より返

却された手紙に,ライマンが送らなかった手紙を加

えたと解したらよいのだろうか?“Mydear

Unc1e''の敬辞で始まる第1の手紙(貼付順)は,無

沙汰の詫びと｢戦争(南北戦争1861-1865著者注)

のニュｰスを聞き帰心矢の如レ…･･｣と弁明めいて

いるが,“MydearMr.Les1ey''とした第2の手紙

は単刀直入就職の依頼で,2通共当時軍隊に入るべ

きかどうか悩んだが,結局反問の仕事の方が自分に

向いていると考えた後書いたものと思われる.どち

らの手紙をレスリｰに送ったかは,全くのあて推量

の外はないが,寛大な伯父は,どっちの手紙を受け

取ったとしても,ライマンの帰国を心より歓迎し,

祝袖に満ちた返事を送ったに違いない.帰国後3

ヶ月足らずの11月8日,ペンシルバニアのポッッ

ピル(Pottsyi11e)よりライマンが伯父へ地質測量報

告第一便を送っているところから判断すると,帰国

後の出だしは好調だったと言えよう.ライマンは翌

年フィラデル.フィアに事務所を開いた.1872年の

末,日本に赴くまで,レスリｰとの関係は公私共益

カ深まっていった.

日本からレスリｰにあてて書いた手紙は,正しく

書簡中の圧巻である.しかし或時はやきもきL,或

時は｢マニフェストデスティニｰ(自明の運命)｣

とワシントンからの日本行きの返事を平然と待つラ

イマンの手紙も一読に価する.

ウェストバｰジニア

5月21日1872'
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一目本の契約条項を読んで,1,2時間程混乱

しましたし,また多くの計算間違いをしました.

最初これでは行けないと思いましたが,夜近くな

ってこの案に満足するようになり,断ってはたら

ないとさえ思い始めました.しかしあたたが言及

しなかった問題点があったので,私は今朝の汽車

第1図ライマンがProf.ヘンリｰへ送った電報.

Origina1も斜めに書かれている.

1)マサチュｰセッツ大学頭間:

�慴潮��琬���瑍�������

1992年5月号

キｰワｰド:ライマン･J.P.レスリｰ�



一56一

割見恭子

で,ヘンリｰ教授宛の電報をチャｰルストン(10

マイル)へ送りました1給料は正貨で払うのか,

通貨で払うのか?何時払ってくれるのか?(却

ち出発前か,到着後か?)諸出費は支抵ってくれ

るのか?(あたたは,私が旅費を出すのだと言わ

れましたが,このけちな条件は全く納得できませ

ん.)さらに私はケプロンの助手なのか,独立して

いるのか,これ等の条件について問合せました｡

私はアンチセノレと日本政府の様ないざこざを起こ

すことより,ケプロンとうまくいかないのを心配

しますが,これは受諾するかしたいかの決定的な

条件ではありません.給料は去年と同じ様に低い

と思いますが,もし給料が正貨で払われ,契約期

問の費用を負担してくれるなら,去年よりいくら

か良い条件です.(以下略).

次の新しいパラグラフは,後日書いたものとみえ

て,返事を待ちあぐむライマンの焦燥が伝わってく

る.

今日はまだヘンリｰ教授から返事が来ません.

彼は郵便で返事を送ったのか,または留守たの

か,それとも明日来るのでしょうか?あなたが

フレイザｰ(Frazer)にこの件を話したので,彼は

この仕事を得たいと熱望しているかもしれま笹

ん.この仕事は彼の手から強いて奪いとるほどの

価値はないのです.ただ彼の場合,若い妻と教授

職があるので,国を離れるより留る方を選ぶと思

います.彼は自国での確実な前途があるのですか

ら,新しい仕事を始めるのは愚かです.私の場合

は,彼よりもずっとこの仕事にふさわしいと思い

ます.新しい分野を研究するチャンス,唯一のチ

ャンスです.仕事の将来性の点では,多分マイナ

スよりプラスになります.ここでのビジネスコネ

クションは断たれますが,将来ビジネスヘの道を

開く場合,箔が付くのではないでしょうか?(以

下略)

6月に入っても,ワシントンから開拓使の件につ

いて何ら音沙汰がたいので,ライマンが伯父へ送っ

た手紙は,悲観的である.しかしrアメリカに留ま

っても全く満足です｣と言った下から,自分の思う

ようだ仕事の条件だったら,やはり日本へ行きた

い,新しい国で張り切って仕事をしたいと,再び情

熱を燃やすのであった.7月になると交串に入った

ようで,r日本行きは天命であるらしい｣と積極的

姿勢に転じた.またライマンは,高給を約束する,

大規模たイエロｰストｰン遠征隊参加の申し出を断

っているので,この時点で開拓使の採用を確信した､

に違いない.交渉は着々と進み,ライマンの職掌は

明確どたり,要求条件は受入れられ,1872年10月

25日,ついに森有礼在米少弁務使と仮契約を結ん

だ.7月以来レスリｰ夫妻との文通は途絶えていた

が,12月17日,日本へ向かう汽船アラスカ号を待

つサンフランシスコのホテルから,5ヶ月ぶりに,

依頼及び近況を告げる手紙をしたためた.

ライマンがレスリｰに長い手紙を日本から送った

のは困難な蝦夷地質測量調査が終わり､開拓使との

絶えざる紛争からやっと開放され,さらに新しい仕

事で前途がバラ色になった1876年の初めであった.

ハイライトと思うところを抜粋する.

舟運院大門芝江戸

2月11目1876
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一驚いたことには,12月日本政府から本州

油田調査のため,内務省で2年働いてくれとの

話しがありました(内務省は開拓使よりずっと上

級の役所で,長官は政府で3,4番の地位にあり

ます).油田は全く新しいものですが,インドの

パンジャブ油田よりは産出が多いと思います.契

約するところまで漕ぎつげました.私は恐らくこ

こに留るでしょう.私は,我々の地質調査法を日

本に確立するため,12人の日本人の弟子達一者

すばらしい人々です一をもっと仕込もうと思って

います.新しい契約では,私と役人との関係は過

秤ふ､3｡鼠ば糺叱

馳｡ゆ雌α1鮒酬我

〆

麗篶1

瞭A蝪ε駐ゆA｡三

㌘野繍附則'叫帆鋒,且･,三'

第2図ライマンがレスリｰへ書いた手紙の封筒の住所と宛名･
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芸2年よりもはるかにうまくいきそうです.ず

っと良い人々と仕事ができます.私は,地図やリ

ポｰト(蝦夷地調査に関する著者注)を無償で仕

上げるまで,弟子達と働き,指導を続けることを

申し出ました.契約が終わった時,すばらしい贈

物が送られて来ましたが,断固拒否しました.全

く愛想をつかしていたので,内務省のプロジェク

トの申し出には大へん驚きました.開拓使の仕事

は約6週間で終ります.昨目新たに契約するこ

とにほぽ決まったことを告げた時,弟子達の感謝

の気持のあらわれの微笑は,とてもチャｰミング

でした.彼等と私との快い個人的た関係はさてお

き,内務省への転任(彼等の場合は4年)や,フ

ルタイムの地質の仕事が保証されていること,そ

れに蝦夷よりずっと良い土地で働けるのを,彼等

は好条件と思っています.

開拓使契約満期前後のにがい経験,年が明けての

父サミュエル･ライマンの死去,不安定な将来等,

暗黒の目次が続いたので,数ヶ月手紙を書かなかっ

たのは当然であろう.内務省の仕事はトソネノレ脱出

とみてよく,手紙の隅々にまで喜びが満ち溢れてい

る.またライマンの日本への愛着が強く感じられ

る.ライマンは来日2ヶ月余りで未開地蝦夷へ入

り,5ヶ月間の想像を絶する困難な踏査をし,弟子

達と辛苦を共にした.つらい経験を通して新しい日

本を知った.若い人序が西洋技術を速やかに獲得

し,日本を近代国家にしようとする燃え立つ情熱に

感動した.森鴎外が反駁せずにいられたかったエド

ムント･ナウマンのネガティブな日本観でなく,ピ

エル･ロティの鹿鳴館の日本でもなく,目次の体験

から学んだ生き生きとした日本をライマンは愛した

のだ.

同書簡に開拓使の役人とのトラフノレの原因を次の

様に述べている.r役人とのトラブルは,彼等の親

切心や礼儀の欠如,教育や文明(これは確かです)が

欠けていること一これらは大したことではないので

すが一(公に引用しないで下さい),役人が運営や一

般諸事の近代的,且つ,もっと進んだ方法を知らず

(一部の高官は運営すら知りません)子供のようだか

らです.相手が子供や部下でしたら愛矯カミあってい

いのですが,雇用者や同僚としては,しばしば不快

な経験をさせられます.内務省で関係する人女は,

開化的で運営を体得し,また将来に起る誤解を防ぐ

1992年5月号

為,明白た契約をしてくれる様に思えます.｣

6月5日,ライマンは越後油田調査に出発した.

信州一ノ沢近くで落馬し,静養中2通の長い長い

手紙を書いた.すなわち1876年6月21目と22日の

手紙で,フィラデルフィア万国博覧会に出したレス

リｰ作蝦夷石油地質モデルから,開拓使,日本石炭

の将来,転鏡儀注文,モンロｰ批判等次から次へと

話題が展開し,一つ一つ興味深いが,最も注目を引

くのは,ライマンの地質学会ChishitsuGikaiの発

案である.

一ノ沢信州日本

6月21日1876
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昨冬私がすぐ帰国するつもりでいた時,弟

子達に地質学研究のための会を作るなら,私のさ

さやかな鉱物コレクションと家具を提供すると申

出ました.彼等は私の計画を喜び,新年の休み中

に会を作りました.会名は簡単に,TheGeo1ogi-

ca1Society(ChishitsuGikai)で,科学の分野に於

いて,著作ですでに名をあげた人六が会員にたる

あなたのお気に入りのいくらかの会のアイデアに

基づいたものではなく,むしろ会員が自分達,ま

た恐らく世界のために,協力して何かやろうとい

うアイディアに基礎を置きました.げれども地質

学に漠然とした関心を持っている人達を入会させ

ないように,大変高いと思われる会費にしました

(月50セントで当時の彼等の給与の20分の1で

す.[6月22日の手紙で月1ドル,彼等の月給の

10分の1と訂正している.著者注]).過去数ヶ

月仕事に追いまくられていたので(例えば毎日9

時間から10時間の非常に骨の折れるオフィスワ

ｰクが数週問続きました),彼等の会の仕事にか1

まう暇がありませんでした.会が,メンバｰの地

質の知識を増進するだけでなく,将来散逸した日

本の鉱物や地質のイソフォｰメｰションを集めて

出版する機関となるように望んでいます.勿論鉱

物コレクションと共に,図書も集め始めました.

ここまでは長い前置です.あなたの調査リポｰ

トが無料で配布されるなら,他の寄贈出版物と一

緒に送っていただきたいです.若者達は優秀た人

六です(私の意見では各人モンロｰの12倍の実力

があります).次回弟子達に会った時,あ在たが

近所へ行くように,我六の調査を見に,また弟子�
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達に会いに来ることが出来たらと思っていると告

げたら,彼等はどんたに喜ぶことでしょう.

ライマンの日本地質学会の夢が正式に誕生したの

は,明治11年で,地質学杜と名付け,“地質雑誌''

を発刊した.

工部省は中央政府機関だけに,近代的だしかも進

歩した運営法を知っている人が多かったからであろ

うか,ライマンとの関係はスムｰズであった.ライ

マンと黒田清隆および開拓使の対立は,主に東西の

発想･思考のちがいが強調されるけれども,サムラ

イよりも成上り者や権力･富を追う者が開拓使を占

めていたのも,一つの原因ではたかったろうか?

内務省に移ってから,ライマソカミ日六折衝した大鳥

圭介は広い知識を持ち,雅量があり,良心的で今日

で言えば真の国際人であったと思う.しかしライマ

ンと工部省の間のトラブルは皆無ではなかった.

江戸日本

3月20日1879
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私の短い年報から多分理解されたことと思

いますが,日本油田採掘はその土地の人々に利益

はあっても,概して会社にはあまり儲げにならず

(彼等の側は50パｰセント高くつきます),政府

にとっても長期的には有利ではありません.それ

にもかかわらず政府は当初から石油採掘を期待し

ていました.私は昨夏までこの件をさげていまし

た.我々が,油田の地質構造のテストに必要なこ

としかキらないことを,政府は十分に了解したと

思っていました.我々が石油掘削をする必要はな

いとどんたに忠告しても,彼等は自分達の利益の

ために,掘削したくてたまらたかったのです.さ

て昨秋,私が越後を立って調査の旅を続けていた

時,政府は私から主権を奪い,私の第一弟子に勧

告文を書かせて,3つの油井を掘らせました.彼

は私の掘削説明書をみて,私が是認したと単純に

信じて行なったのです.有無を言わせず政府の命

令で書か竜られた説明書に添えて,私はプランに

反対する抗議文を政府に送りました.政府は工部

卿と十分に検討し相談してから,説明書を弟子達

に渡すことを約束しました.卿と天皇越後行幸に

同行し,弟子達と相談して,私に反対し第一弟子

に勧告文を書かせたのです.これ自体欧米では重

大な事と考えられますし,また私が調査の首席で

はたいと考えている証拠です.しかし開拓使でめ

ちゃくちゃな仕事がたされた経験から,ここでは

書面上の契約によってのみ働いてきました.政府

と弟子とのコミュニケｰションは決して直接でな

く,間接的に文書でなされました.10月に彼等

が掘削したことを知った時,烈火の如く怒り,解

約後は恐らく閑居してリポｰトを書かねばなりま

せんが,もし得心がゆく様な説明が出来ないた

ら,すぐ契約を破棄したいと書き送りました.私

は郵便設備のたい不便な奥地にいたので,交通は

遅々として進まず,1,2通の手紙の交かんをした

だげでした.勿論政府の手紙は,ごまかし,虚

偽,横柄な言葉で一杯でした.私の帰宅前に真相

がはっきりしたので,旅は修了しましたが,前秦

によって契約解除を宣言せねぼなりませんでし

た.私の提言により,1月末にすでに石油の掘削

の項は削除してもらいました.帰宅した時には

(1879年2月3目)両者共個人的た悪感清を表に

あらわしませんでしたカミ,私は10日間出向かな

かったので,私が全く自由の身であると思ってい

るとみたようです.そこへ工部卿官邸昼さんの招

待があり親切な持て成しに与りました.昼食後,

卿は誤りを認めましたが,去年の7月長い英国

滞在から帰り,工部卿に任命された後すぐ越後へ

出発したので,私の契約条件の特殊性を知らなか

ったと弁解しました.勿論条項は,欧米人の目で

三匁蓬

､数1

哉鮒

濁徽纂

､.＼壱

吉喝舳り

､素総玉嚢三

}が書いたスケッチ.

地質ニュｰス453号�



ライマン雑記(7)

一59一

イ

･ソ''

イ

■

イ

イ

ソ

イ

ヅ'

イ･

三/

一べ一一中一･

基1､一

＼

/＼＼

“フ

ｰ急ポ亭

嘉

紅1

､“ニニ;!

第4図

画

車

･義

､昌

一ヨ'

'､'■･

11■■

ノ雲

■

�

■

“

に診

セハ

ｰポ田圭'

田､躯'.ミ'

孝加岬今･1､淋鮒1ん､θんい麻峠

弐卵㎎=!舳w伽･舳畑∂舛み

地質調査会計長前田Mが描いた石どうろう.

は,明確に説明しなくとも,理解できるように書

かれていました.しかし私は,もめ事を続けない

で,今の契約を終えるもっともらしい理由が出来

たのを嬉しく思いましたし,卿の言い訳の素因

･誠実･真実を厳密に問いただしたくはありま

せんでした.この様た事件後,再び将来の契約を

するとは殆ど考えられませんし,日本側は,はっ

きりとそれを望んでいません.彼等は金銭以外の

約束に全く留意しません.私は卿の誠実について

疑っています(疑わしいという評判があります).

それでも言語道断な出来事が起こらない限り,こ

こに留まって自適の生活をしながら,リポｰトを

書き上げ,言語の勉強に励みます.1年は帰れそ

うにありまぜん.(以下略)

1879年のフィｰルドブックを見ると,r2月14

目,工部卿ミスタｰ井上の官邸昼餐にジェネラル大

島と共に呼ばれた.昼餐後,卿は昨秋の掘削につい

てのYの勧告文をとりあげ,私との契約を破った

件につき,大変親切に説明された.私は最早解約出

来ぬ｣とある.井上は井上馨,Yは山内徳三郎

実際に井上馨の工部卿の任命は7月29日で,明治

天皇越後行幸が8月であったから,彼の弁解は真

実に近いと思う.それよりも私の興味は,井上馨

が,エドムント･ナウマンが3ヶ月後に東京大学

を辞し,内務省地理局地質課に入り,新しく全国地

質調査を行たうことを,すでに知っていたかどうか

1992年5月号

にある.

ライマン書簡コピｰ綴りの中に,ナウマソヘの手

紙があるし,ナウマンはライマンが越後油田調査出

発前挨拶に訪れた人々の一人であった事からも,ナ

ウマンとは顔見知り以上の間柄だったのではたいだ

ろうか?次の手紙は日本地質調査の指導権がナウ

マンに移ったニュｰスをライマンが如何に受け取っ

たかを知る好資料と言えよう.

江戸日本

5月30日1879

�������礬

私は久しく給料生活から金利生活者として

暮す夢を描いていました.しかし仕事はたくさん

あるのですが,この生活は棚に納められた感じ

で,あまり面白くないのではたいかと懸念し姶め1

ました.もし私にピッタリ向く仕事があるのを聞

いたら教えて下さい.それを聞くだけでも,庭園

や家の手入れを楽しんでいる安逸た生活から脱す

る助けとなるでしょう.今頃はゆったりと仕事を

していると思っていましたが,結局大差ありませ

ん.今月の初めから報酬たしの,のんびりした日

を送っています.ドクタｰナウマンが私を追い

掛けているらしいとのニュニス以外は!4月の

初めドイツ新聞Reichsanze三geに出ていました

(ニュｰスは2月の初め日本から送られたに違い

ありません).今後日本の資源開発をやるのはド�
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イツ人達で,ドクタｰナウマンが15年間地質

鉱物調査を行たうことになります.日本人は彼の

プロポｰザノレは,未だζ公に決定していたいと言

いますが,大体は同意されているのを認めていま

す.私は再契約を期待も望みもしていませんの

で,彼の契約は直接そん榊こ影響しませんが,私

への欺まんと思います.私の弟子達に対しては絶

対に不公平で,初心者宇利するような新しい組織

では全く無視されています.弟子達は私よりずっ

とこの件に関心を持っています.7月末私の契約

が満期になるまで法律的に解雇出来ません.私が

視察した鉱山,政渉した各地,油田調査のリポｰ

トを書くのはとても時間がかかります.その地図

制作はもっと時間がかかります.ドクタｰナウ

マンが期待する,より詳細で慎重で徹底的た調査

は,勿論我冷のリポｰトの出版に先んずる程早く

は進まないでしょう.それどころか,彼カ洞し土

地を調査する頃は,私の概括的な踏査は,すっか

り古びてしまっているはずです.踏査は最初意図

されたように,念入りな調査に際して役立つガイ

ドとなるものです.私は将来の仕事は弟子達によ

ってたされるのを期待していました.彼等は外国

の援助なしに,必要な仕事が出来まずし,経験を

積んで次第に腕を磨いていくことでしょう.げれ

ども今私は少なくとも地質の仕事に関する限り遠

ざかっていようと思っています.生活は,私とド

クタｰナウマンおよび彼の友達の不愉快な関係

で,だんだん楽しくなくなっていきます.彼を知

っている私の1,2の親友は,彼のふるまいは不

快だと言っています.もし彼がこの事実を知った

ら,彼の友達とともに私に対しても悪感情を持つ

でしょうし,私が留まってお節介や邪魔をすると

思うでしょう.不快でひどい非難は実際に一年前

から始まりました.私の仕事が好意的に扱われな

いで,批判的なもの言いは,どんなものでもがま

んが出来ません.誰もがやれるのんびりした無報

酬の仕事と思っていましたが,この様た状態の下

では,あまり楽しくなくなりました.しかし報告

書の作成･印刷をせずに多くをそのままにしてお

くのは,残念に思います.日本や中国でやるのに

もって来いの研究はさておき,来春まではここに

いるべきです.

ライマンはレスリｰへ不満をさらけ出して,幾ら

か心の痛手をいやしたであろうか?そうであった

ことを私は願ってやまない.彼は1880年の春でな

く,12月22日まで日本に滞在し,皆に惜しまれて

離日した.

レスリｰへの手紙は1895年まで続いた.その中

には,アメリカを訪れた弟子の世話や言葉が通じた

いため起こったトラブルの解決を頼む手紙もある.

ピｰタｰレスリｰは研ぎ澄まされた神経を持

ち,一つの間違いさえ見逃せぬ完全主義者で,博学

多識そして誰にでも惜しげなく援助を与えた.一

方,彼はエネルギｰを使い果たすと深い深いメラン

コリｰに陥った.

その度に一ヨｰロッパに旅し新たに充電し,再び超

人的た活躍をしたカミ,1893年,あまりの重責,過

剰な仕事に耐えかね最早メランコリｰの淵から這い

上がることは出来なかった.文通は1895年で途絶

えた.しかし毎日曜日午後1時きっかり,トク(中

嶋徳松馬丁の子著者注)と連れ立って,フィラ

ディルフィアのレスリｰ邸で昼食をとるライマンの

習慣1はその後も続いた.

FUKUMIYasuko(1992):AnoteonLy㎜an(7)一.
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